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変光星 V838 Monは、2002年 1月に Brownらによって発見された新星であり (IAUC 7785)、爆発後にM型
超巨星へと進化した大変特異な天体である。さらに HSTによって、爆発時の光が周りの星間物質によって散乱
されることで起こるライトエコー現象の時間変化がとらえられ、その外観の美しさからも大変有名な天体となっ
た (Bond et al., 2003)。中心星からは SiOメーザーが検出され、現在質量放出が行われていると考えられている
(Deguchi et al., 2005)。
V838 Monの中心星と星雲の起源については、いずれも様々な説があげられており、現在も議論が続けられて
いる。特にも星雲に関しては、星が爆発以前に質量放出したものであるという AGB起源説、もともとその場に
あった星間物質であるとする星間物質起源説がある。このような特異な変光星がどのような環境で生まれるのか
は、恒星進化を考える上で大変興味深く、それには星周物質の光学的特徴を調べることが大きな手がかりとなる。
我々は南アフリカ天文台の IRSF望遠鏡に2005年に新しく設置された近赤外線3色同時偏光撮像カメラ (SIRPOL)
を用いて 2006年 3月に V838 Monの偏光観測を行った。この観測によって J,Hバンドで偏光した星雲の検出に
成功した。偏光度は Jバンドで最大 40%までのぼり、偏光ベクトルが中心星の周りを取り囲むように並んでいる
ことから、中心星からの光がダストによって散乱され偏光しているものと考えられる。また、検出された星雲の
形状は非対称な形をしており、中心星に対して北東から南西にのびるように分布していることが明らかになった。
本研究ではV838 Monの星雲部分の光学的特徴から、その起源について議論する。


